
 

（提案要求先 総務省） 

（都所管局 主税局・総務局） 

 

＜具体的要求内容＞ 

償却資産に係る固定資産税については、現行制度を堅持すること。 

 

 

（提案要求先 総務省） 

（都所管局 主税局） 

 

＜具体的要求内容＞ 

国有資産等所在市町村交付金制度については、固定資産税相当分に加え、都市

計画税相当分も交付するよう見直すこと。 

 

 

 

（提案要求先 総務省） 

（都所管局 主税局） 

 

＜具体的要求内容＞ 

課税の公平性を確保するため、個人事業税の課税対象事業を法令に限定列挙す

る現行の方式を見直し、事業所得又は不動産所得を有する全ての事業を課税対象

とすること。それが実現されるまでの間、社会経済情勢に即し、早急に新規業種

を課税対象に随時追加すること。 

 

１ 償却資産に係る固定資産税の堅持 

償却資産に係る固定資産税については、現行制度を堅持すること。 

２ 国有資産等所在市町村交付金制度の見直し 

国有資産等所在市町村交付金制度を見直すこと。 

３ 個人事業税の課税方式の見直し 

個人事業税の課税対象事業を法令に限定列挙する現行の方式を見

直すこと。 



 

（提案要求先 総務省・国土交通省） 

（都所管局 主税局） 

 

＜具体的要求内容＞ 

租税債権者が自動車の所有権移転代位登録を行うにあたって、自動車検査証の

記載事項変更を租税債権者の代位や監督官庁の職権により変更できるよう法令を

改正すること。 

留保権者に対して、譲渡証明書、印鑑証明書等の代位申請に必要な書面の提出

を義務付けるよう法令を改正すること。 

 

 

 

 

（提案要求先 総務省） 

（都所管局 主税局） 

 

＜具体的要求内容＞ 

 固定資産税等については、法定納期限等以前に設定された抵当権により担保さ

れている債権に優先して徴収できる制度を創設する等、関連する制度の改善を図

ること。 

 

 

 

 

 

４ 自動車の所有権移転代位登録の実現 

所有権留保付き自動車で割賦代金が完済された場合、租税債権者の

代位による所有権移転登録が実現できるよう法令を改正すること。 

５ 固定資産税等の徴収制度の改善 

 固定資産税・都市計画税については、法定納期限等以前に設定され

た抵当権により担保されている債権に優先して徴収できる制度を創

設する等、関連する制度の改善を図ること。 



 

６ 差押不動産及び特定参加差押不動産に係る立入調

査権の創設 

（提案要求先 総務省・財務省）      

（都 所 管 局 主税局） 

 

＜具体的要求内容＞ 

 国税徴収法に民事執行法第５７条と同様の規定を設ける（又は準用する）よう 

法令を改正し、滞納者の不動産を第三者が使用（占有）している場合も、強制的 

に立ち入ることができる権限を徴収職員に付与すること。 

 

 

 

 

（提案要求先 総務省） 

（都所管局 主税局） 

 

 ＜具体的要求内容＞ 

地方税において、不動産等についての公売公告から売却決定までの処分及び換

価代金等の配当処分の欠陥を理由とする不服申立書が郵便又は信書便により提出

された場合、その不服申立書が不服申立て先に到達した時に、その提出がされた

こととなるように法令を改正すること。 

 

 

 

 

 滞納者が所有する不動産を第三者が使用しているとき、差押財産等

を換価するために必要な調査として国税徴収法に基づいた立ち入りが

できるよう法令を改正すること。 

７ 不動産等公売処分等に係る不服申立書についての

発信主義の適用除外 

不動産等公売処分等に係る不服申立書の提出について、地方税も国

税と同様に到達主義となるように法令を改正すること。 



 

（提案要求先 法務省・総務省） 

（都所管局 主税局） 

 

＜具体的要求内容＞ 

地方自治体が土地又は家屋に係る固定資産税の賦課徴収を円滑に行えるよう

にするために、現在相続登記のなされていない不動産も含め、相続登記を促進す

るための効果的な措置を講ずること。 

 

 

 

 

（提案要求先 総務省・財務省） 

（都所管局 主税局） 

 

＜具体的要求内容＞ 

 新たな国際課税ルールの策定に際し、地方税制への影響を踏まえたうえで、地

方に配分する仕組みなど地方税収の確保に向けた検討を行うこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 不動産の相続登記の促進に係る制度改正 

現在相続登記のなされていない不動産も含め、相続登記を促進する

効果的な措置を講ずること 

９ 新たな国際課税ルールの策定に係る地方税収の確 

 保 

 新たな国際課税ルールの策定に際し、地方税制への影響を踏まえた

うえで、地方に配分する仕組みなど地方税収の確保に向けた検討を行

うこと。 



 

（提案要求先 総務省・財務省） 

（都所管局 主税局・財務局） 

 

＜具体的要求内容＞ 

（１）自動車を取り巻く環境の変化等を踏まえ、自動車関係諸税の課税の在り方

を見直すこと。 

（２）自動車関係諸税は、環境負荷など自動車の社会的コストに対し、地方自治

体が実施する施策のための貴重な財源となっていることから、その課税の在

り方を見直す場合には、地方自治体に減収が生じることのないよう、税収規

模を維持すること。 

（３）燃料課税については、化石燃料消費が地球温暖化に与える影響や地方自治

体の安定的な財源となっていることなどを踏まえ、引き続き、現在の税率水

準を維持すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 自動車関係諸税の見直し及び地方税財源の確保 

（１）自動車を取り巻く環境の変化等を踏まえ、自動車関係諸税の

課税の在り方を見直すこと。 

（２）自動車関係諸税の課税の在り方を見直す場合には、地方自治

体に減収が生じることのないよう、税収規模を維持すること。 

（３）燃料課税については、現在の税率水準を維持すること。 



 

１ ＩＣＴを活用した国税・地方税間の情報連携の更なる推進 

（提案要求先 総務省・国税庁） 

（都所管局 主税局） 

 

＜具体的要求内容＞ 

ＩＣＴを活用した国税・地方税間の情報連携を更に推進するため、法整備をは

じめとした環境整備を行うこと。 

 

 

２ 地方税の電子申告・電子納税の利用拡大及び利便性向上 

（提案要求先 総務省） 

（都所管局 主税局） 

 

＜具体的要求内容＞  

（１）地方税の電子申告等の利用拡大に向けた継続的な普及促進活動を行うこと。 

（２）賦課税目における納税通知書等について電子化に向けた制度の整備を早期

に行うこと。また、電子納税の利便性向上に向けたシステム改修経費につい

て、必要な財源措置を全ての地方自治体に対して講じること。 

 

 

 

 

 

 

１１ 税務行政におけるデジタル化推進 

ＩＣＴを活用した国税・地方税間の情報連携を更に推進するた

め、環境整備を行うこと。 

（１）地方税の電子申告等の利用拡大に向けた継続的な普及促進活動

を行うこと。 

（２）賦課税目における納税通知書等の電子化に向けた制度の整備を

早期に行うこと。また、電子納税の利便性向上に向けたシステム

改修経費について、必要な財源措置を全ての地方自治体に対して

講じること。 



 

１２ 法人実効税率引き下げに伴う外形標準課税の適

用対象のあり方検討における中小企業への配慮 

（提案要求先 財務省・経済産業省） 

（都 所 管 局 産業労働局・主税局） 

 

＜具体的要求内容＞ 

外形標準課税の適用対象のあり方については、中小企業の経営や地域経済への

影響を考慮し、慎重に検討すること。 

 

法人実効税率引き下げに伴う外形標準課税の適用対象のあり方につ

いては、中小企業への影響を考慮し、慎重に検討すること。 


